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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月19日(2017.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１．５ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を有するタンタル粉末であって、前記タンタ
ル粉末が電解キャパシターアノードに形成される場合に、２０Ｖの化成電圧（Ｖf）で化
成され、かつ１４００℃で１０分間焼結されるとき、前記アノードは少なくとも１９０，
０００ＣＶ／ｇのキャパシタンスを有する、タンタル粉末。
【請求項２】
　前記タンタル粉末が、フレーク状、こぶのある、角張った、又はそれらの組み合わせで
ある、請求項１に記載のタンタル粉末。
【請求項３】
　前記タンタル粉末が１～５０のアスペクト比を有する、請求項１に記載のタンタル粉末
。
【請求項４】
　前記アノードが１９０，０００～２８５，０００ＣＶ／ｇのキャパシタンスを有する、
請求項１に記載のタンタル粉末。
【請求項５】
　前記タンタル粉末が１．５～８ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を有する、請求項１に記載のタ
ンタル粉末。
【請求項６】
　前記タンタル粉末が１．７～８ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を有する、請求項１に記載のタ
ンタル粉末。
【請求項７】
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　前記タンタル粉末が少なくとも５ｍ2／ｇのＢＥＴ表面積を有し、前記アノードが２０
０，０００～２８５，０００ＣＶ／ｇのキャパシタンスを有する、請求項１に記載のタン
タル粉末。
【請求項８】
　請求項１、４、５又は６に記載のタンタル粉末を含む、キャパシターアノード。
【請求項９】
　前記アノードが５．０ｎＡ／ＣＶ未満のＤＣ漏れを有する、請求項８に記載のキャパシ
ターアノード。
【請求項１０】
　前記アノードが０．５～２．０ｎＡ／ＣＶのＤＣ漏れを有する、請求項８に記載のキャ
パシターアノード。
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